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犬と人間の比較解剖 ～犬の症例を交えて～ 
Comparative anatomy of the dog and human ~including the dog cases~ 
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【はじめに】 
1986年の統計では、犬の脳腫瘍発生率は人と比較すると2~3倍高いと言われており、人と同様に
髄膜腫が一位をを占めている１）。現在、MRIやCTの普及により、この発生率はより高いものと予
想されている。しかし、MRAや脳血管撮影検査が普及しないため、脳血管領域の知識は低いまま
であり、獣医領域での脳外科手術の多くが脳腫瘍摘出術である。今回は、実際に私が手術した犬
の症例を交えて、人と比較した形で犬の頭部解剖を紹介する。 

【前頭開頭術】 
犬の頭蓋骨は、骨格のうち最も犬種によって特殊化している部位である。人と同じように       
nasion、bregma、inionなどの名称が付いており (fig.1)、これを指標に次の三種類の頭蓋骨 
(fig.2)に分類する。 
長頭型：コリー、ウォルフハウンドなど 
中頭型：ビーグル、セッターなど 
短頭型：ボストンテリア、ペキニーズなど 
 

fig. 1 
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      fig. 2 

前頭開頭では、各犬種によって前頭洞
の位置が重要になるが、短頭型では人
と同じような位置に前頭洞が有るので
比較的前頭洞は解放されないが、長頭
型では必ず前頭洞越しに開頭せざるを
得ない (fig.3)。 

fig.3 

 

      fig. 4 
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      fig.5 
症例1) 7歳　♀　フレンチブルドック 
Falx meningiomaと診断し(fig.4)、前頭開頭による腫瘍摘出術を施行した(fig.5）。短頭型であっ
たため、前頭洞は解放されないパターンである。 

fig. 6 

   

  fig.7 
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症例2) 11歳　♂　Mダックス 
Falx meningiomaと診断し(fig.6)前頭開頭による腫瘍摘出術施行した(fig.7)。長頭型で、前頭洞
は完全に解放されるパターンである。本症例は、硬膜も薄くて完全に閉鎖できなかった。 

                        fig.8 

症例3) 13歳　♂　雑種 
olfactory groove meningiomaと診断し(fig.8)摘出術施
行した。前頭洞は開放され、側頭筋膜を使って硬膜を修
復したが、不十分であった。術後、気脳症と感染を起こ
した。四足動物の気脳症は、人と違って第四脳室にairが
溜まり、眼振、起立不能、食欲不振など症状が重くなる
(fig.9)。 

 fig.9 
 

fig.10 

fig.11,12 
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症例4）8歳　♂　Mダックス 
Falx meningiomaと診断して (fig.10)摘出術を行った。今度はpericranial flapを作成し (fig.11)、
前頭洞と硬膜の間に固定した (fig12)。この症例では術後4ヶ月経過しているが、感染兆候なく気
脳症にもなっていない。犬でもこの開頭方法が最も良い結果を示している。 

  fig.13                fig.14 

【後頭開頭術】 
Tent付近の開頭術を行う上で、犬が人と最も違うことは、Tentは完全に骨化しており、硬膜では
ない(fig.13)。さらに、straight sinus、transverse sinus、confluenceが一部骨内に存在（特に
後頭隆起の内部に収まっている）ことである(fig.14)。人と同じように開頭術を行えば、sinusを
傷つけることになり非常に危険である。しかし、獣医の世界では、ビーグル犬を用いた実験で
transverse sinusを片方閉塞させてもICPモニターに変化がないという論文が出されており、これ
がそのまま信じられている3),4)。この論文は脳血管撮影検査も行っていない、６頭や７頭のビーグ
ル犬の結果を引用している。 

      fig.15    
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        fig.16 
症例5）10歳　♂　Mダックス 
tentorial meningiomaと診断して(fig.15)、後頭開頭による腫瘍摘出術施行した。Transverse 
sinusを傷つけないように慎重にリューエルにて開頭したが、静脈性の出血が認められた。これは、
開頭後のCT画像から(fig.16)、Transverse sinusから導出している後頭導出静脈 (occipital 
emissary vein)が切れたものと判断し、手術は問題なく終了した。 

        fig.17 

【eloquent area】 
犬の脳は巨大な嗅神経が特徴であるが、人における中心溝central sulcusも存在している。犬では、
十字溝cruciate sulcusと呼ばれ (fig.17)、十字架のように深い溝が認められる。人と同じように
考えるなら、この前の脳回は運動野ということになる。犬での脳mappingを詳しく記載している
ものはないが、錐体路は人間とほとんど同じ経路で記載されている。このことから、運動野もこ
の位置で良いのではないかと考えている。 

症例6）7歳　♂　ボストンテリア 
左前頭葉に腫瘍性病変(oligodendroglioma)が認められ、開頭腫瘍摘出術を施行した。画像上同定
した十字溝よりかなり前に病変があり (fig.18)、麻痺がなかったことから、この病変はeloquent 
area外と判断した。摘出術時に、おそらく運動前野を障害してしまい (fig.19)、術後、約1ヶ月の
右前後肢不全麻痺があったが、最終的には完全回復して退院した。 
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     fig.18 
 

 fig.19 

【静脈還流】 
前頭葉や頭頂葉の脳実質の多く
を、人で言うSSS（犬では  
dorsal sagittal sinus）へ還流
させる静脈は背側大脳静脈 
(dorsal cerebral vein)である。
これに対して、側頭葉からの静
脈 還 流 は 、 腹 側 大 脳 静 脈    
(ventral cerebral vein)が担っ
ており、側頭葉外背側と梨状葉
から起こり、錐体骨外側を通っ
て、数本の背側枝を集めてから、
人で言うsuperior petrosal  で
ある背側錐体静脈洞(dorsa l 
p e t r o s a l s i n u s ) に注ぎ    
transverse sinusに還流する 
(fig20)。 

         fig20 

症例7）症例5が術後三ヶ月で再発した (fig.21)。初発時のtent付着部の処理が甘かったと反省し
て、今回は念入りにtentを焼灼した。術後翌日から、元気なく、痙攣重責発作の状態となっていた。
再びMRI施行すると、右側頭葉全体の浮腫を認めた (fig.22)。範囲から静脈性の還流不全と考え、
この領域を還流している右の腹側大脳静脈(ventral cereberal vein)は、造影CT静脈相で拡張して
見えているが閉塞なく側頭葉下面の外側を通って、dorsal petrosal sinusに還流していた (fig.23)。
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その後症状改善し、左半盲以外は症状残さずに退院となった。人ではtentorial sinusが存在してい
て、lateralではsuperior petrosal sinus(犬でのdorsal petrosal sinus)の還流に関与している
(fig.24)。今回の症例は、このtentorial sinusを焼灼したことによる、側頭葉の静脈還流障害が起
こったのではないかと思われる。 

fig.21 

 

fig.22 

 

fig.23 
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fig.24 
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